
リハビリテーション学科理学療法学専攻【基礎分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。 ★３・４年次の該当科目はありません。 （※複数開講科目）

前期 後期 前期 後期

■学習・教育目標■ 幅広い分野にわたって教養を養い、生命の尊厳と人権の尊重を基盤とした倫理観と、日常場面、職場、研究の場において必要となる基礎的な外国語によるコミュニケーション
能力を併せ持つ人材を養成する。

生命倫理学

1年次
科目群の学習・教育目標

心理、芸術や大学の地域社会との共生
などの学びを通じて多面的に広い視野か
ら物事を考えられるようになる。加えて、
グローバル社会に向けて日本のことを学
び、深い一般教養を備える。

さらに科学的思考の基盤を培い、人間と
しての尊厳を倫理面、および制度・経済・
文化等多角的な視点から考えることがで
きるようになる。

ことばと社会※

保健医療の現状と未来I

社会と大学Ⅱ

社会と大学I

酒井と大学Ⅲ

人
　
間
　
科
　
学
　
系

保健医療の現状と未来Ⅱ

心理学

2年次

日本語学※

社会福祉学

芸術※

発達心理学

日本国憲法

芸術※

職業適性論

英語プレゼンテーション

基礎化学

基礎生物学

語
学
系

専門的な知識と技術を駆使して、課題の
探求、解決する能力、並びにそれに必要
な論理展開力とコミュニケーション能力
（記述，表現，議論，語学力）を身につけ
る。

英会話※

自
　
然
　
科
　
学
　
系

自然科学に関する基礎的な内容を理解
し、体系化された学問に幅広く触れる。

さらに、専攻分野を超えて、共通に必要
な複合的視点から事物を理解できる能力
を身につける。 基礎物理学

生命科学概論

情報処理論

数学

英会話※

保健医療英語

日本語学※

ことばと社会※

医学英語

統計学

英語読解

生化学概論

日本語表現法



リハビリテーション学科理学療法学専攻　【専門基礎分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。

■学習・教育目標■

前期 後期 前期 後期

★3年次・4年次前期に該当科目はありません。

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次

リハビリテーションの位置づけや歴史、社会的役割を知ることに加え、理学療法を実施する上で必要となる生体の機能や構造に関する知識を習得する。また、理学療法
の適応疾患の背景について一般医学を通じて理解を深めると同時に、公衆衛生の概念や労働法規を通じて社会の中で貢献するために必要な知識を習得する。

感染症・免疫学

薬理学

栄養学

リハビリテーション基礎医学

病理学概論

脳神経外科学

臨床心理学

リハビリテーション基礎医学演習

内科学Ⅱ

小児科学

神経内科学

外科学

整形外科学

リハビリテーション解剖学 リハビリテーション解剖
学実習

解剖学

解剖学実習

生理学Ⅰ 生理学Ⅱ 生理学実習

リハビリテーション概論 リハビリテーション医学

理学療法の基盤となる
医学的基礎分野
（解剖学・生理学）を学
習する。また、医学的基
礎分野と専門分野の関
連について、運動や栄
養、生活習慣病の予防
などの観点を含めて学
習する。

リハビリテーションの歴
史や領域、社会におけ
る役割について学習す
る。

整形外科学・内科学・脳
神経外科学など、理学
療法の主たる適応疾患
の臨床医学を学習し、
疾患の背景を理解す
る。

理学療法を実施する上
で必要となるリスク管理
の一貫として、感染症
や免疫系を学習する。

医
　
　
　
学
　
　
　
系

産業保健学

保
健
学
・
衛
生
学
系

保健学・公衆衛生学など
マクロ的視点から、地域リ
ハビリテーションの基礎を
学習する。また、救命救
助法など急性期医療現場
での対応を学習する。法
規に関しては、職業性疾
患の制御に必要となる法
令を中心に学習する。

公衆衛生学Ⅰ 公衆衛生学Ⅱ

環境衛生工学

救命救助法

労働衛生法規Ⅰ

労働衛生法規Ⅱ

人間発達学

精神医学

内科学Ⅰ



リハビリテーション学科理学療法学専攻　【専門分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

■学習・教育目標■

科目群の学習・教育目標
1 年 次 2 年 次 3 年 次

各専門領域（基礎系・神経系・運動系・内部系・小児系）理学療法の詳細な評価方法および治療技法について学習する。また、地域理学療法についても学習する。
各学年で設定されている臨床実習により、最終的には理学療法士の素養を有した高度専門職業人を養成する。

基

礎

理

学

療

法

学

系

理学療法の概念や社会における理学療法士の役
割について理解を深めると同時に、専門用語の基
礎的理解と表記法を学習する。また、理学療法の
中心となる運動療法について、その基盤となる運
動学を講義や演習、実習を通じて学習する。運動
解剖学演習、病態運動学演習では、理学療法に
必要な筋骨格系のメカニズムについて詳細に学
習する。

4 年 次

理学療法
評価学概論

理学療法評価学実習

理学療法評価学
演習Ⅰ

理学療法評価学
演習Ⅱ

理学療法概論

理学療法用語論

病態運動学演習運動解剖学演習

運動学演習運動学 運動学実習

障害者スポーツ演習

理学療法統計学演習 理学療法研究法

理

学

療

法

評

価

学

系

理学療法を実施するためには、身体機能の低下
によって生じる日常生活活動の制限に対して、客
観的な検査結果に基づき適切な理学療法プログ
ラムを立案する必要がある。理学療法評価学系で
は、そのために必要となる検査手技や、能力障害
および日常生活障害を的確に評価する技法を学
習する。

動作分析学演習

日常生活技術学 日常生活技術学実習

理

学

療

法

管

理

学

系

医療、介護保険制度など社会保障の枠組みや、
職業倫理ならびに医療安全や理学療法教育、労
務管理などを網羅的に学ぶ。

臨

床

実

習

系

付属病院を含む外部実習病院において臨床実習を行
う。見学実習（概要の把握）から始まり、評価実習Ⅰ（検
査実習）、評価実習Ⅱ（評価実習）、総合臨床実習(評
価および治療の補助）と段階的に理学療法の臨床を体
験学習する。

見学実習

運動器障害系
理学療法学

内部障害系
理学療法学

神経障害系
理学療法学

運動療法学

卒業研究

基礎理学療法学演習Ⅱ

評価実習Ⅰ 評価実習Ⅱ

地域理学療法実習

総合臨床実習

理学療法解析手法演習

基礎理学療法学演習Ⅰ

応用理学療法学演習

理学療法国際事情

理学療法管理学

生活環境学

臨床理学療法推論学演習

総
合
領
域

理学療法統計学演習、理学療法解析手法演習、
理学療法研究法では、統計学や計測の手法を含
め、理学療法に関連する研究を遂行するための方
法を学習する。応用理学療法学演習では、トピッ
クとなっている領域について、先進的な視点から
学習する。基礎理学療法学演習Ⅰ・Ⅱでは、少人
数ゼミにより他者と議論しながら問題解決する手
法を習得する。卒業研究では、先行研究の文献検
索・吟味、研究計画および実験を通じて卒業論文
を作成し、論理的思考能力を醸成する。

高齢者理学療法学演習

スポーツ障害
理学療法学

臨床理学療法学実習

地

域

理

学

療

法

学

系

地域理学療法学系では、「地域で生活する」という
ことの意義やそのための様々な支援、理学療法
士の役割、生活環境調整のための評価と実際に
ついて学ぶ。

地域理学療法学

理
　
学
　
療
　
法
　
治
　
療
　
学
　
系

理学療法治療学系として、以下の学習・教育目標
を設定する。

1．物理療法学では温熱・寒冷療法、電磁波療
法、超音波療法、電気刺激療法、水治療法などの
原理や適応と禁忌を学び、実習で具体的な使用
方法を学習する。
2．義肢装具学では、義肢と装具の役割や目的を
理解し、運動障害や使用場面別の義肢、装具に
ついてその種類と構造を学ぶ。実習では、義肢、
装具の適応に必要な知識と技術について学ぶ。
3．運動療法学では、関節可動域や筋力、持久
力、協調性などにおける基本的な治療理論の背
景を学び、実習では基本的な手技を経験する。ま
た、理学療法の適応疾患群毎に専門的な理学療
法の評価および治療の背景を学び、演習形式で
手技を習得する。
4．日常生活技術学では、日常生活活動の概念や
分類、その評価方法について学び、実習では、日
常生活を行うための基本動作、車イス操作、更衣
や排泄、入浴動作などの生活行為を学習する。
5．理学療法の実践における治療技術や臨床推
論に関しては、演習形式の徒手理学療法学や臨
床理学療法学実習、臨床理学療法推論学演習な
どにより学習する。
6．高齢者、スポーツ障害、急性期など、専門性の
高い分野の理学療法の実際について、それぞれ
講義・演習形式で学ぶ。

理学療法治療学総論

運動療法学実習

小児理学療法学

物理療法学 物理療法学実習

義肢装具学

高次脳機能障害学

徒手理学療法学演習

義肢装具学実習

運動器障害系理学
療法学演習

神経障害系理学
療法学演習

内部障害系
理学療法学演習

小児理学療法学演習

急性期理学療法学
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